
 

競技上の確認事項 

沖小連盟競技委員会  

１．大会日程 

＜大会１日目・６月２７日（土）＞ ・ 豊見城市民体育館 

８：００・・・・体育館開館・控え場所は２階ギャラリー 

※各小学校会場は、会場校注意事項を参照 

８：１５・・・・チーム受付・開会式準備（大会役員） 

８：３０・・・・監督ミーティング・全体ウォーミングアップ（ボール無） 

８：５５・・・・各チーム開会式準備（選手整列） 

９：００・・・・開会式 

９：２５・・・・各小学校会場へチーム移動（遠方の会場を優先） 

９：４５・・・・４コート設営（各コートでの試合チームスタッフで設営） 

１０：１８・・・・プロトコール開始（予選リーグ、決勝トーナメント 1回戦まで） 

男子試合会場・・豊見城市民体育館、他各小学校体育館 

女子試合会場・・豊見城市民体育館、他各小学校体育館 

混合試合会場・・豊見城市民体育館、他各小学校体育館 

※小学校会場は、全チームが揃った事を確認後、３０分後にプロトコールを開始

する。（３０分間に総務による会場校の注意事項等を監督ミーティング確認や全

チームのウォーミングアップ等を実施する） 

 １０：３０・・・・第１試合開始 

１８：００・・・・豊見城市民体育館 試合終了後６面から４面へ変更 

１９：００・・・・豊見城市民体育館 退館 

 

＜大会２日目・６月２８日（日）＞ ・ 豊見城市民体育館 

８：００・・・・体育館開場・控え場所は２階ギャラリー 

８：１５・・・・チーム受付・試合準備 

８：２０・・・・監督ミーティング、全体ウォーミングアップ（ボール無） 

８：４８・・・・プロトコール開始（決勝トーナメント） 

  ９：００・・・・第１試合開始 

 

※ 最終試合終了１５分後に表彰式及び閉会式を実施します。 

 

２．競技規則 

〇 大会開催要項 ４．競技規則に準ずる。 

  



 

３．競技方法 

  〇 大会開催要項５．競技方法に準ずる。以下詳細を記載 

   （１）試合はすべて３セットマッチとする。尚、３位決定戦を実施する。 

   （２）ＳＴＯを適用する。本会場は、各セット１回、小学校会場は、各セット２回を適用する。 

【デュースが続く場合の取り扱い】 

第１、第２ セットでは、両チームが３１点に達したときに適用し、その後は１０点ずつ積

み重ねた段階で適用する。３セット目は両チームが２１点に達したときに適用し、その後

は両チ―ムが７点ずつ積み重ねた段階で適用する。 

【セーフティータイムアウトを２回適用する場合の取り扱い】 

第１、第２セットでは、リードしているチームが７点と１４点に達した時、第３セットは

リードしているチームが８点に達した時、チェンジコート後に適用する。デュースが続く

場合、１～２セットは両チームが２５点に達したときに適用し、その後は両チームが７点

ずつ積み重ねた段階で適用する。また、３セット目は両チームが２１点に達したときに適

用し、その後は両チ―ムが７点ずつ積み重ねた段階で適用する。 

（３）試合開始時刻は、プログラムに掲載してある通り、第１試合のみ設定し、第２試合以降は

追い込み形式とする。但し、小学校会場はＩＦ記録終了１０分後にプロトコールを開始す

る。 

※連続する場合は、原則最大１５分の休憩をとる。 

※２日目は、ＩＦ記録終了１０分後にプロトコール開始とする。 

※ウォーミングアップは、次試合のプロトコール開始前まで可とする。 

   （４）大会初日は、簡易ＩＦ（Ａ４版）、最終日は公式記録ＩＦ（Ｂ４版）を使用し実施する。 

 

４．予選グループ戦における順位の決定方法 

   （１）勝率  【勝数の多いチーム】 

   （２）セット率   【全試合の取得したセット総数／全試合の喪失したセット総数】 

   （３）ポイント率  【全試合の総得点／全試合の総失点】 

   （４）３チーム(１)～(３)全てが同率の場合は、主将による抽選で順位を決定する。 

 

５．チーム編成 

  〇 大会開催要項６．チーム編成に準ずる。 ※以下詳細 

   （１）大会申込は、「ＪＶＡＭＲＳ大会申込」から実施 

   （２）ベンチスタッフ及び選手の変更 

      参加申込書に記載されたベンチスタッフ及び選手の変更（背番号の変更）に関しては、大

会要項に掲載されたエントリー変更届けにその旨記入し、６月２７日(土)、会場において

は、午前８時１５分（チーム受付時）までに、全チームＪＶＡＭＲＳ大会システムから変

更を実施すること。それ以降の変更は認められない。 

   （３）有効に登録された者以外のベンチ入り及び公式練習参加は認められない。 

※但し、ボールコントロールのため保護者がコート外で協力することを認める。 

  



 

６．審判員 

  〇 大会開催要項７．審判員に準ずる。 

 

７．大会使用球 

  〇 大会開催要項８．使用球に準ずる。 

「男子･混合：ミカサボール（Ｖ４００Ｗ－Ｌ）」「女子：モルテンボール（Ｖ４Ｍ５０００―Ｌ）」 

 

 

 

 

７．競技服装 

  〇 大会開催要項 ９．競技服装に準ずる。 

（１）今大会での１２番を超える背番号はビブスでも可とする。 

 

８．コート設営について 

  

〇 原則本会場においてスタッフベンチ椅子４脚、選手用ロングベンチ、 

 ウォームアップエリア、スコアラーズテーブルを設置する。但し、コート数増設により設

置空間がない場合は状況応じ設置する。小学校会場においても同様とする。 

 

９．各試合会場におけるコートでの練習について 

   （１）コートの準備ができ、競技委員又は試合審判からのアナウンスがあるまでアリーナに入る

ことはできない。 

   （２）前試合が終了し、ベンチ・コートが空いている場合は練習可とする。 

但し、隣のコートで試合中の場合は、試合進行の妨げにならないよう管理すること。 



 

   （３）連続試合時の１５分インターバルの取扱いは、各チーム監督の責任の元、休憩又は練習の

判断をする。 

※建物内のアリーナ以外での練習は絶対禁止とする。また、屋外でのアップ及び練習をす

る場合は、上・下履の区別をすること。 

 

１０．抽選方法について 

＜抽選順序＞ 

（１） 会長・総務委員長・審判委員長・競技委員長のチーム※本会場とするため 

（２） （１）で割振られないチームにより、各地区割振場所の抽選を行う。 

※各地区シード・各会場校及び各地区割振りは、地区競技委員会にてウェブにより抽選する。 

※各地区の春季（夏季）大会の男子/混合優勝チームを予選リーグの７カ所、女子優勝チームをトーナメン

ト表の山８カ所からシードする。但し、中頭地区女子は２チームシードする。 

※予選三角リーグに、同地区のチームを原則入れない。 

 

１１．その他 

 

   （１）ベンチには、競技上必要な飲料水・救急用品・タオル等競技に必要なもの以外の持ち込ま

ないこと。※ペットボトルはスタッフのみ利用可能。 

但し、空調施設の無い小学校会場は、うちわ・電動ハンディーファンの持込みを認める。 

   （２）応援団の応援旗及び団旗は、試合のあるチームのみが掲示し、その際プレーに支障のない

ようにすること。※のぼりを掲出する場合は、応援席の最後部のみとする。 

   （３）鳴り物による応援は、太鼓、笛、指笛、大きなメガホンの使用やメガホンを叩く等など 

試合に多大な影響を与える物は禁止です。 

※メガホン等を使用して応援する際には、安全面に留意するとともにコー

トに落ちて試合進行の妨げにならないよう注意すること。また、ペッ

トボトル等の中に詰め物を入れた応援用具は、破損して中身が飛散し

試合運営に支障をきたす恐れがあるため使用禁止。 

      ※試合進行に影響を及ぼすと判断される応援方法は止めて頂きます。 

   （５）審判やラインジャッジへの批判・暴言は、絶対禁止。 

   （６）選手への暴力・暴言・威嚇等の行動は、絶対禁止。 

（７）応援者（ギャラリー等）から選手への指示はできません。 

※上記の（５，６，７）事項を、各チームの指導者は十分考慮すると同時に、

各チームの応援団（父母会）へも指導を徹底すること。 

    

   （８）各チームは、ネームプレートを持参。 

２日目に出場するチームは、得点掲示用のチームプレートを２枚準備。 

   （９）各チームはボール拭きを準備し、各選手はワイピング用ハンドタオルを持参すること。 



 
 

１２．結果の報告 
   （１）ライングループを設置し、各会場責任者を登録します。 

ライングループ登録者は、試合結果記録表を撮影し、沖小連競技副委員長まで報告願いま
す。ライングループにより情報共有 

 

１３．表   彰  

   （１）大会開催要項１１．表彰に準ずる。 


